
東京都では「公園等で使用するスポーツ用品（車輪のあるもの）による子供の危険」に関する
ヒヤリ・ハット体験を掘り起こすために、インターネットアンケート調査を行いました。
この事故防止ガイドは、調査結果に基づき、車輪のあるスポーツ用品による子供のヒヤリ・ハッ
ト体験の事例や危害・危険を防止するためのポイントをまとめたものです。

公園等で使用する
スポーツ用品（車輪のあるもの）による
子供の事故防止ガイド

ヒヤリ・ハットレポート　No.19

東京都生活文化スポーツ局 消費生活部生活安全課
☎03-5388-3055（直通）

消費生活相談
東京都消費生活総合センター  消費生活相談
03-3235-1155
事故にあったとき、商品・サービスに原因があると思われる場合には、
消費生活センター等の機関に申し出ましょう。

公園は、憩い・散歩・遊びなど、年齢に関係なく過ごせる場所です。
しかし、遊具（ペダル無し二輪遊具・キックスケーター・スケートボー
ド・ローラスケートなど）は、公園によって使っていけない物もあり
ます。また、行き帰りの道路（車道・歩道）では、遊具の使用が原則
できません。誰もがけがをせず楽しく過ごせるように、ルールを守
り、周りにも気をつけて遊びましょう。

お問合せ先 令和5年度
登録（5）92

事故防止事故防止ののポイントポイント

※無断転載を禁じます。

◎子供を事故から守るために
車輪のあるスポーツ用品を使用する際は、
●製品の使用方法、使用できる場所、交通ルールをお子さん
と一緒に確認し、適切に使用しましょう。

●自転車に乗る人全員が、乗車用ヘルメットをかぶるよう努
めましょう。

●子供の成長に合わせた製品を選びましょう。

●使用する際は、保護具（ヘルメット・プロテクターなど）の着
用が習慣となるように、繰り返し伝えましょう。

●小さなお子さんには保護者が付き添い、子供だけで使用し
ないようにしましょう。

消費者ホットライン （局番なし）188
消費者ホットラインは、全国共通の電話番号で、地方公共団体が
設置している身近な消費生活相談窓口をご案内しています。

調査対象：	都内及び近郊にお住まいで、1歳から12歳
　　　　 （小学生以下）までの子供と同居する20歳以
	 上の保護者3,000人
調査時期：	令和4年12月

No.18「誤飲等」
No.17「年齢の異なる
子供のいる家庭」
No.16「帰省先など
自宅と異なる住まい」
などの事故防止ガイド
もWEBでご覧いただけ
ます。

インターネットアンケート調査概要 バックナンバー 東京都消費生活行政

「東京くらしWEB」ヒヤリ・ハット調査
https://www.shouhiseikatu.
metro.tokyo.jp/anzen/hiyarihat/ ぜひフォローしてください。

@tocho_shouhi @tocho.shouhi
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小学生のみなさんへ

FacebookX（旧Twitter）
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後ろから車が来たので、
車道から歩道に上がろうと
したら段差に引っかかって
転んでしまった。（7歳）


